
1 

 

多摩市キャンパス・マネジメント・アソシエーション設立準備会 

運営支援委託 

第 5回 CMA設立準備会 議事録 
 

1. 委員会概要 

(1) 日時：令和 3年 4月 9日（金）13：30～15:30 

(2) 場所：多摩市役所 第２庁舎 １階会議室  

(3) 委員会次第 

 1 開会 

 2 議事 

（１） 中間まとめ（案）について 

（２） 活動コンセプトについて 

１）活動コンセプトの方向性の決定 

    （３）活動内容について 

１）STEP1：プレ企画（骨子）に関する意見交換 

２）STEP2：方向性や取組イメージ 

３）STEP3までの展開戦略イメージ 

 3 公園 VRの視聴 

 4 今後の予定 

・組織規約（素案）、CMAと公園協議会の違いについて 

・先進地視察の実施について 

 5 閉会 

 

 

配布資料 

 第 5回 多摩市キャンパス・マネジメント・アソシエーション設立準備会 次第 

資料 1 ：（仮称）多摩市キャンパス・マネジメント・アソシエーションの設立に向けた中間まと

め（案） 

資料 2 ：CMAの活動コンセプトと活動内容について 

参考資料 1：委員名簿 

参考資料 2：各施設ヒアリング結果整理一覧 

参考資料 3：（仮称）CMA活動コンセプトの検討にあたって 

参考資料 4：組織規約（素案） 

公園 VR（投影のみ、公園課提供） 
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2. 委員会議事録 

 (1) 中間まとめ（案）について 

事務局 「資料 1 （仮称）多摩市キャンパス・マネジメント・アソシエーションの設

立に向けた中間まとめ（案）」について、説明。 

委員 「3.現状と課題」においては、解決すべき課題設定がされないまま、「取組」・「促

進」・「検討」…と進んでいく流れになっていると感じた。 

現状と課題を分けて整理し、現状の中で明確な問題点を抽出するべきではない

か。さらに続く「4.活動エリアとターゲット」との関連性も弱いと感じる。 

（「取組」→「検討」…と永遠に検討が続く印象がある） 

これまでの振返りとして、いつまでにどこまで到達している必要があるか整

理・共有される必要がある。 

事務局 →「3.現状と課題」の指摘項目については、現状と課題を分けて記載し、解決

するべき課題を明確にすることで今後の取組み・エリア・ターゲットにつながる

よう再検証を行い、改めて共有したい。 

→資料 2において、今後の予定を整理しており、今後 3回の準備会及び R4.2～

3頃の設立総会を経て、今年度末に CMA設立を目指している。 

委員 準備会の回数が増えることはあるのか。 

事務局 →回数が増えすぎると委員の皆様にも負担が増える。極力増えないようにした

いが、コロナ禍における対応によっては開催時期が遅れ、回数が増えることも予

見される。 

委員 各 STEPの取り組みについて、何年度かけて実施するかが見えづらい。 

事務局 どのように記載するのが良いかについて、検討させていただく。 

 (2) 活動コンセプトについて 

1）活動コンセプトの方向性の決定 

事務局 「資料 2 CMAの活動コンセプトと活動内容について」について、説明。 

委員 スライド 11 においてキャッチフレーズの提案があったが、あか抜けない印象

である。 

案 1は多摩センターで何かが起こることを知らしめるフレーズがある点は良い

が、定番すぎて他のまちとどこが違うのか、緑やパルテノン等の周辺施設を含め

て多摩であると思わせるフレーズが必要と考える。 

若年層へのメッセージを発信したい人からは、案 2の「再生」・「リニューアル」

はマッチしにくく、案 3・4の英字標記は多数の人に理解してもらう前提では趣旨

が分かりにくい。 

説明文は概ね問題ないと思う。 

委員 2019年 10月にシティプロモーションで、「ただいま!たま!」というキャッチフ

レーズを打ち出して、毎年の「健幸」まちづくりでも用いて推し進めている。 

今後のイベント等を見据えて情報発信していくなかでは、若者に広がりやすい

のは「#（ハッシュタグ）」の活用などを意識することである。 

SNS発信も見据えれば長いキャッチフレーズよりも 1つキーワード（例えば「た

だいま多摩」）があって、補足するように短いキーワードでまとめていく方法は組

立て方の 1つの考え方だと思う。 

キーワードの方向性として、近未来的なイメージを持たせることは良いが、

「再生」・「リニューアル」は一部委員から意見があった通りで控えたほうがいい

と思う。 

委員 緑への想いを強く持っている方も多いので、もともとある魅力もキーワードに

反映されるとよいと思う。 
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事務局 キーワードを短く、新しい印象のもたれるように、キャッチフレーズを再提案

させていただく。 

キャッチフレーズの見直しに応じて説明文も調整し、改めて共有する。 

 

(3) 活動内容について 

1）STEP1：プレ企画（骨子）に関する意見交換 

事務局 「資料 2 CMAの活動コンセプトと活動内容について」について、説明。 

多摩センター地区連絡協議会が 5月 5日～9日にかけて開催を予定している母の

日イベント（KAO MAMMAMIA）にあわせ、5 月 9 日に CMA の展示スペースを確保し

てもらい、CMA の情報発信としてもパネル展示をベースに出店することを検討し

ている。 

委員 子ども系のイベントは具体的な検討に至っていない。子育て世代向けへの訴求パ

ネル展示を予定している。 

委員 中央図書館について、パースや模型の展示を行い、質疑応対等を検討している。 

委員 「旧富澤家」でのお茶会は新型コロナウイルス感染防止の観点から、時期的に

難しい。襖絵展を毎年 GWに実施しており、例年 3～5日での実施だが、今年は会

期を延長して 9日まで実施予定である。 

イベント会場において、チラシやパンフレットを配布することは可能である。 

委員 グリーンライブセンターとしては、イベント会場に展示は予定していないが、子

どもまつりは従来通り行うということで、5/9 から「ローズウィーク」が始まる

ことから、イベント会場からグリーンライブセンターに人が流れるようにするこ

とは可能と思われる。 

チラシを作成中であり、協力することについてグリーンライブセンター内の会議

で検討することは可能である。 

委員 チラシやパンフレットの配布のみというのはイベントとしてどうなのか。市役所

だけでも成立するように思える。 

せっかくの準備会なので、例えば STEP2にあるような連携をできるとよいのでは

ないか。 

GW ということも踏まえて、「ローズウィーク（グリーンライブセンター）」、「旧

富澤家」、中央図書館の予定地をスタンプラリーで回ってもらうことで、来街者が

楽しめるイベントになるのではないか。 

そんな企画になるのであれば、旧富澤家ではまだチラシを作ってはいないので間

に合う。 

最終案をこれから作る段階であれば、楽しめる仕掛け（クイズ等）を盛り込むの

もよいかと思う。 

事務局 時間も予算もあれば、スマートホンで「スタンプラリー」というやり方が考えら

れるが、今回は多摩センター地区連絡協議会のイベントに合わせる点や、準備時

間も限られており、なるべく費用をかけないことで「プレ企画」として行い、何

ができるのか課題を発見していくことで次の連携のために情報共有ができるとよ

い。 

仮にスタンプラリーを台紙で行うとして、参加者へのインセンティブ（お土産）

例えば花の種などがあると盛り上がるのではないか。 

子どもが多いイベントでもあり、塗り絵や風船をプレゼントするだけでもスタン

プラリーイベントとしては成り立つのではないか。 

その中で、時期の問題もあることから最低限チラシの配布ができると良いのでは

ないか。 

これらを課題として持ち帰って各施設において再度検討していただきたい。 
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＜まとめ＞ 

事務局 

 

今年度は CMA の設立に向け、具体的な議論を進めていくことをご同意いただい

た。 

中間まとめ（案）は解決すべき課題の抽出を明確に行い、再共有させていただ

く。 

CMA の活動を広く知ってもらうためのコンセプトは、未来に向けた言葉を短く

し、引き続き検討を行っていく。 

 プレ企画に関しては、多摩センター地区連絡協議会と情報共有を図りながら、

当日のイベントに向けて各取組の具体化や全体としてできることを引き続き検

討し、当日に向けて詰めていければと思う。 

このような形でイベントを連携しながらゼロからやるのは大変だが、各施設が

もっているイベントや資源を組み合わせて、各施設の対応性を高め合おうとする

プレ企画には丁度良いと考えている。 

少なくとも各施設で調整している中で旧富澤家やグリーンライブセンターが

どうなるのかを含めて、連絡・調整を引き続き行ってもらい、今回は中心でない

方々にもご協力いただければと思っている。 

 時間が限られる中でその範囲でできるところを、この場で試行することで見え

た課題を確認しながら、次回の連携体制・方策や情報提供につなげることがプレ

企画のメリットであるので、そういう方向で調整が進めればと思う。 

また、プレ企画を通して、CMA 設立に向けての課題も見えてくると思う。次は

もう少し早く情報共有できればと思う。 

 

(3) 公園 VRの視聴 

公園緑地課 公園 VRの映像を視聴・説明。 

 

 (4) 今後の予定 

※ 令和３年度は、緊急事態宣言等の発出に伴い当意見交換で上げられた取組みに係るスケジュー

ルが変更している場合がございます。 

事務局 第 6回準備会は、6月ごろに意見交換を予定している。 

「CMAと公園協議会の違い」、「先進地視察の実施」について、説明。 

5月にグランベリーパークにおいて先進地視察を行いたいと考えている。 

東急・町田市が窓口になり説明や案内をパッケージで行ってもらえる。1 か月

前に予約を行う必要があり、参加可否についての回答をお願いする。 


